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酸とアルカリの濃度の表し方酸とアルカリの濃度の表し方

• すべての物質について，

• 濃度はモル濃度mol/Lで表すことができる。

• 酸やアルカリの普通に扱う濃度は，

• 0.1 mol/Ｌ～0.000 000 1 mol/L
• 10-1 mol/L ～ 10-7 mol/L の間

• モル濃度を示す記号

• [ ]（直角かっこ）に物質の化学式を入れる。

• 酸性の原因は水素イオンH+， [H+ ]
• アルカリ性の原因は水酸化物イオンOH- ，[OH- ]



酸性・アルカリ性の強さ酸性・アルカリ性の強さ

• 酸性溶液の水素イオンの濃度

• [H+]＝0.1 mol/L ～0.000 000 1 mol/L
• ＝ 10-1 mol/L ～ 10-7 mol/L
• アルカリ性溶液の水酸化物イオンの濃度

• [OH-]＝0.1 mol/L ～0.000 000 1 mol/L
• ＝ 10-1 mol/L ～ 10-7 mol/L
• 純水の中にも水素イオンと水酸化物イオン

• [H+]＝ [OH-]＝ 10-7 mol/L



小さい数の扱い方小さい数の扱い方

• 10-nというような小さい数や，

• 10nというような大きい数は，

• 対数（常用対数）の考えを用いると表示が簡単

• 常用対数

0       1 10
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0 と表す 1 になる

1 2 になる



常用対数常用対数をを用いる用いると，と，1010倍ごとに倍ごとに 1 1 増える。増える。
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常用対数では，常用対数では，1/101/10 ごとにごとに11減る。減る。

-1 0
0 1/10 1

-2 -1
0 1/100 1/10

-7 - 6
0 1 / 10 000 000 1 / 1 000 000



常用対数の表し方常用対数の表し方

• 10の対数（logarithm)は 1

• log 10 ＝ 1
• log 100 ＝ log 102 ＝ 2
• log 1 000 ＝ log 103 ＝ 3
• log 10 000 ＝ log104 ＝ 4
• log 100 000 ＝ log105 ＝ 5
• log 1 000 000 ＝ log106 ＝ 6
• log 10 000 000 ＝ log107 ＝ 7 



常用対数常用対数の表し方の表し方（（22））
• 1/10 の対数は -1

• log(1/10)＝ -1
• log(1/ 100) ＝log(10-2)＝-2
• log(1/ 1 000)＝log(10-3)＝-3
• log(1/ 10 000)＝log(10-4)＝-4

• log(1/ 100 000)＝log(10-5)＝-5

• log(1/ 1000 000)＝log(10-6)＝-6

• log(1/ 10 000 000)＝log(10-7)＝-7



ｐＨｐＨ のの 定義定義
pH(ピーエイチ)とは

水素イオン指数のこと

power of hydrogen ion

同じような考えで，pOH もある。

pH ＝ - log[H+]
[H+]＝水素イオンのモル濃度 mol/L



ｐＨｐＨ のの 定義定義

pH は 溶液の水素イオンの濃度の逆数の

常用対数である。

pH＝log ( 1 ÷ 水素イオン濃度 )

＝ - log(水素イオン濃度)



簡単な pH の計算の例

• [H+] ＝ 0.1 mol/L ＝ 10-1 mol/L
• pH は 1 になる。

• [H+] ＝ 0.01 mol/L ＝ 10-2 mol/L
• pH は 2 になる。

• [H+] ＝ 10-n mol/L
• pH ＝ n



いろいろな水素イオン濃度の pHの計算

[H+]＝0.01 mol/L    pH＝2



いろいろな水素イオン濃度の pHの計算

[H+]＝1 mol/L

0

[H+]＝0.1 mol/L    pH＝1

[H+]＝0.01 mol/L    pH＝2

0

[H+]＝0.001 mol/L    pH＝3

[H+]＝0.000 1 mol/L    pH＝4



いろいろな水素イオン濃度の pHの計算

[H+]＝1 mol/L

0

[H+]＝0.1 mol/L    pH＝1

[H+]＝0.01 mol/L    pH＝2

0

[H+]＝0.001 mol/L    pH＝3

[H+]＝0.000 1 mol/L    pH＝4

pH 4 よりも
大きい



対数目盛と対数の計算対数目盛と対数の計算
• 10 倍ごと，または 1/10 倍ごとに

目盛りをつけたものさしを対数目盛という。

1 10 100

1 000

2 000

3 000

4 000

5 000

1 10 100 1 000 10 000 100 000
101 102

103
104100 105



11/1011/1021/1031/1041/105

10010-110-210-310-410-5

-5 -4 -3 -2 -1 0

100 101 103102 104 105

543210

2,3,4,5,6,7,8,9は どこにくる？

2000,3000 などは どこにくる？



pH7pH7 までがまでが酸性溶液，酸性溶液，
それよりそれより[H[H++]]が小さくなったらが小さくなったら

• どのような水溶液でも，

• Ｈ+ と ＯＨ- の両方を含んでいる。

• すべての水溶液について，

• [H+]×[OH-]＝1.0 ×10-14 (mol/L)2

• [H+]＜1.0 ×10-7 mol/L になれば，

• [OH-]＞ 1.0 ×10-7 mol/L になる。

アルカリ性



対数を求める対数を求める

• 対数は，計算では求められない。

• 数表の中の「対数」を見るか，関数電卓。

• 2,3 の対数を覚えておけば，

• 4,5,6,8,9 の対数は計算で求められる。

• 対数のおよその値は，

（ 7 だけ別に覚える）

log 2＝0.30 log 3＝0.48 log7＝ 0.85
• 対数の計算 log( a × b) ＝ log a + log b

log( a ÷ b) ＝ log a - log b
log an ＝ n log a 



HClHCl 溶液に溶液に NaOHNaOH 溶液を滴下する溶液を滴下する

• 0.1000 mol/L HCl 1.000 L の溶液に，

0.1000 mol/L NaOH 溶液を加えていく

• 溶液中の水素イオンの物質量は，
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前のグラフを前のグラフを[H[H++]]のグラフにしたらのグラフにしたら
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前のグラフを前のグラフを pH pH のグラフにしたらのグラフにしたら
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pHpHのグラフでのグラフで 0.90.9 LL とと 1.01.0 LL の間はどうなるかの間はどうなるか

0.970.91 0.92 0.93 0.94 0.950.90 0.96 0.98 0.99
0

1.00

1

2

3

4

5

6

7
溶

液
の

pH

加えた水酸化ナトリウム水溶液の体積 / L

0.999 Lのときの値



もう一度前の図にもどると，
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この目盛りを 1 cm とする

0.999 Lのときの値

0.999 L は，1.0 L から何 mm 離れるか

0.1 mm

線の太さはどれくらい ？



中和滴定曲線中和滴定曲線


